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ロータリーは世界をつなぐ

会長：大草　修
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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Together」

（２ページへ続く）

限りなき道ロータリー

〈第1640回〉 2019年７月23日（火） 本年度第3回 ７月30日（火）

担当：会員

ロータリーは世界をつなぐ

担当：浮舟会員

フリータイムマッハ流チャレンジ人生
講師：マッハ文朱　氏

我々人間は生命を維持する為に、食事を取ります。動
物も生命を維持する為に食べますが、人間と動物との
食べ方の違いについて少しお話しさせてさせて頂きま
すと、我々人間は食事を楽しみながら食べる事が出来
るのです。

でも、動物は生きる為に餌をとっているのです。いくら
可愛がっているペットでも、ペットが餌を食べている時
にもう少しあげようと器を取ろうとしたら怒ります。

でも、人間は食事を楽しみながら食べますので「これ、
美味しいよ　少し食べる？」と自分の食事を他人に分け
与える事が出来ます。
この様に人間が食事をするという行為はただ食べる

という行為だけではなく、コミュニケーションを取りなが
ら食事を楽しむ事が出来るという点です。

この点が餌を食べるのではなく、食事をするという
事ですので、動物と根本的に違っています。

　近年、高齢者の方で一人暮らしの人が増えて、孤
食（一人ぼっちで食事をする）されているのは大変悲
しい事です。
例会ではみんなで一緒に食事をし、そして、会話し

ながら楽しく食べる事が非常に大切なことだと思い
ます。私がロータリーの基本と考えております、親睦
に大いに有効で原点だと思っております。

でも、会員、又はゲストスピーカーによる卓話、
ロータリーを実践する為の勉強会等も大切なことで
すので忘れてはなりません。
この様に例会に出席してみんなで一緒に食事をし、
会話をし、そして卓話を聞き、明日の社会奉仕につな
がる気持ちのモチベーションをあげることが出来る
のが例会の大切な役割だと思っていますので、みな
さん、できるだけ時間を作って例会に出席しましょう。
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～　食事と例会　～



（１ページより）
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￥6，０００.-　　　　累計　￥9，０００.-

木 村 会 員

水 間 会 員 鶴見区長、長沢様、ようこそいらっしゃ
いました。ゆっくりと例会を楽しんだ
後、難しいお話を聞かせてください。

田 中 会 員 長沢区長様のご来訪を歓迎致します。
本年度もよろしくご指導くださいます
ようお願い申し上げます。

水 間 会 員 水野さん、ご入会をお祝い致します。
水野さん、水口さん、水間と水の名前
が多くて、水を言われるたびにドキッと
しています。

秀 島 会 員 水野さん、ご入会おめでとうございま
す。

田 中 会 員 本日当クラブ創立３５周年おめでとう
ございます。明日7/10から３６年目と
なります。水野さんの入会を歓迎致し
ます。

浮 舟 会 員 7/23夜例会、マッハ文朱さんに卓話
お願いしました。宜しく。タイトルは
「マッハ流チャレンジ人生」です。

広 瀬 会 員 欠席が多い広瀬です。申し訳ありませ
ん。今日はクラブフォーラム担当です。
宜しくお願い致します。

会社名　：名鉄観光サービス
株式会社 

職業分類：旅行 

趣　味　：ゴルフ

事業所　：大阪市北区堂山町3-3
日本生命梅田ビル 

本日卓話です。鶴見区長様のご来訪歓
迎します。

07月23日（火） 夜例会 太閤園
07月27日（土） サツマイモＰＪ第３回　水やり、除草
07月29日（月） ＩＭ３組　燦燦会
07月30日（火） 福田ガバナー補佐訪問　クラブアッセ

ンブリ（クラブ協議会）

幹事報告 幹事：源 壽美子

マッハ文朱氏（卓話）プロフィール

1974　プロレスデビュー
1975　最短期間での最年少チャンピオンに輝く
1974　レコードデビュー「花を咲かそう」各新人
           賞を獲得

テレビ、映画、舞台、出版等各方面で大活躍し女
子プロレスラーとして芸能界への進出を果たすな
ど女子プロレス界のイメージを一新させて、パイオ
ニア的存在になる。

台湾系アメリカ人パイロットと国際結婚
長女　宝塚歌劇　星組　桃堂純
次女　プロテニスプレーヤー

20年ぶり日本に帰国
芸能界復帰を「徹子の部屋」で果たし現在、ＫＢＳ
京都テレビの情報番組にて総合司会者として、また
読み聞かせ歌謡サロン講演等で活躍中である。
　

テーマ：会員増強について（担当：佐藤会員）

大草会長の本年度会員増強純増５名を目標に具体的
にどう取り組むかについての議論をしました。
会員増強にたいしては全会員の意識向上と参加意欲を
持ってもらうため、５つのグループにわけてそれぞれ一
人以上の新入会員を前期中に見つけるという目標をさ
だめました。
本日は４つのテーブルに分かれて議論しましたが、今
後の進め方については増強委員会でまとめていきたい
と思っています。

    

水野靖彦新入会員のご紹介

委員長：広瀬芳和クラブフォーラム（クラブ奉仕部門）報告
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開会挨拶 会長
幹事報告 幹事
卓話 マッハ文朱氏
乾杯（食事スタート） 西野会員
ニコニコ SAA
プレゼント大会 親睦委員会
手と手つないで唱和 全員
閉会



担当：菊井会員

7月9日【1639回】

会員数　 　 　 　 31名

（内出席規定免除 11名）

出席会員   20名中  12名

出席免除会員  11名中  9名

出 席 率 21/29  72.41%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 22名

前々回  6/25  Ｍ/Ｕ 0名

修正出席率 71.43%

-卓  話-

令和元年　鶴見区政について
講師：鶴見区長　長沢　伸幸　氏

担当：木村会員

大阪鶴見ロータリークラブの皆様には、平素より「区
民まつりの参画」「アーモンドの森の植樹」をはじめ区
政各般にわたり、ご支援、お力添えをいただいておりま
すことに心より感謝申し上げます。

さて本日は令和元年度の鶴見区政についてお話しさ
せていただきたいと思います。
区政の中身に入ります前に紹介をさせていただきた
いことがございまして、区民の皆様の声をしっかり区政
に反映させるために、「区政会議」というものを開催して
おります。その区政会議の委員を現在募集しておりま
す。7月末締め切りとなっておりますのでよろしくお願い
いたします。

令和元年度鶴見区運営方針は鶴見区将来ビジョン
の単年度ごとのアクションプランとなるもので、鶴見区
の課題解決のための区独自の取組みを中心に示した
ものでございます。「鶴見区がめざすこと」としまして、
「つながり、ふれあい、みまもり、支えあう、だれもが安心
して暮らせるまち」を掲げているところでございます。こ
れは鶴見区将来ビジョンで示しております将来像であ
りまして、鶴見区は市内で一番年少人口の割合が高く、
一世帯あたりの人員数についても2.39人と市内で一番
多いという特性を踏まえての目標となっております。
地域共生社会の実現の中で鶴見区独自の取組みで
力を入れておりますのが、地域有償ボランティア活動
（あいまち）の実施という事業です。この事業は地域住
民同士が気軽に支えあえる相互援助活動で、利用する
方は１時間800円必要で、応援活動する方は１時間
600円の謝礼を頂ける制度で、掃除や買い物の援助、
通院の同行などを手伝って頂いております。平成30年
度で会員数が373人、派遣数が1152件ということで、
目標としております1000件以上をクリアしているとこ
ろです。地域活動が活発な鶴見区で成り立つ事業では
ないかと思っております。
安心して子育てできる環境づくりですが、鶴見区で

は子育て層が気軽につどい、交流できる場を提供する

ため、つるみっ子ルームを開設しております。
こどもの貧困対策といたしましては、普通教室で授業
を受けられない児童を、別教室で学習指導等を行う取り
組みを実施しています。区内１２小学校全校で実施し
ております。
学校教育の支援といたしましては、発達障がいの方の

ためにサポーターを活用するなど教育環境の充実に努
めているところです。
災害に強いまちづくりですが、昨年は地震、台風と大

きな災害が大阪でもございましたので、皆さんの関心も
非常に高い分野でございます。区独自の災害時備蓄物
資等の充実ということで、プールの水を飲料用に浄化で
きる装置なども揃えていくことにしております。
街頭犯罪の関係ですが、防犯カメラを地域の方々に

つけていただく助成をしておりまして、年間24台ほど設
置しているところです。維持費は地域の方にご負担いた
だくことになりますので本当に地域のご協力をいただき
ながら実施している事業です。

以上が運営方針の内容となりますが、来年2020年は
花と緑の博覧会開催３０周年の記念の年でございま
す。今後何か記念事業的なことも検討していく必要があ
ると考えておりまして、また皆様のご協力お願いすること
もあろうかと思いますが、よろしくお願いいたします。




